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一方，図-1に示すよ うに，スイスはヨ ロー ッパを流
れる三大河川の源流をなしており，最大は，全面積の68%
を占める北海に注ぐライン (Rhine)河であり，スイス













































堤高のペスト3は， 日本人にも有名な GrandeDixence 



















































4.1 ゲビデム (Gebidem) ダム
スイス西部電力会社 (EnergieOuest Suisse (EOS)) 
の所有する堤高120mのアーチダムであり，ダム堤体の






回実施されている。土砂粒径は比較的粗 く(く 10mm70%， 
10-35mm 15%， 35-50mm 10%， 50mmく5%)，土砂流
下に伴う底部放流管下流のコンクリート水叩きの洗掘が
顕著であったため， 1996年より耐摩耗コンクリートを採
写真 2 アレッチ氷河(左) ，ゲビデムダムと排砂ゲー卜(右)
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は 5 月末~6 月上旬(夏季は水温が高く不適，また， 10 


















を管理する CNRから配布されていた。これには， 1) 2000 
年5/21~6/1の期間にダムからの排砂が実施されること，



















写真一3 ゲビデムダムの貯水池内に形成された水みち(フラッシンク‘排砂水路) (EOS) 




















4.2 ヴエルボア (Verbois) ダムおよびジ工二シ工
( Genissiat) ダム
レマ ン湖から流れ出るローヌ川には，ジュネーブ企業
局 (ServicesIndustrie1s de Geneve) の所有するヴェル
ボアダムをはじめとして，下流フラ ンス国内に入って
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SS， DO， NH4，電気伝導度，水温，毒性 (Fe，Mn， 








1) 排砂時期は 5 月末~6 月上旬(夏季は水温が高く
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-排砂評価委員会を設置(ローヌ JII はスイス/仏合 同)
LOliza働Bla社en
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-毎年 (黒部) ， 1回/3年(ローヌ ]1) 
一降雨により実施判断(黒部 )，事前予告(ローヌ ]1) 
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